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真鍋俊永  監督作品 

２０１４年／日本／１０６分／ブルーレイ上映 

                                     

                   

（Ｃ）関西テレビ放送 

 

２０２３年２月５日（日） 
  

 

［上映時間］  ① １１：１０  

② １４：１０  

 

〔講  演］  真鍋俊永 監督  １３：００～１４：００ 

 

〔会  場］  横浜市南公会堂 

 

 

 



 

 
 

不登校も特別支援学級もない 同じ教室で一緒に学ぶ 
ふつうの公立小学校の みんなが笑顔に挑戦

[出 演] 大空小学校のみんな 

[監  督]  真鍋俊永 

[ナレーション]  豊田康雄 

[企  画]  迫川緑    [プロデューサー]  中尾雅彦 / 加藤康治 / 兼井孝之 

[撮  影]  大窪秋弘  [撮影助手]  堀貴人  [編  集]  北山晃 

[編集協力]  秦岳志  [整音]  中嶋秦成    [音響効果]  萩原隆之  [題字]  谷篤史 

 

大空小学校とは？ 
大阪市立大空小学校。大阪市住

吉区にある公立小学校。2012 年

度の児童数・約 220 人のうち、特

別支援の対象となる数は 30 人を

超えていたが（通常学級数 6・特

別支援学級 7）、すべての子供た

ちが同じ教室で学ぶ。教職員は

通常のルールに沿って加配され

ているが、地域の住民や学生の

ボランティアだけでなく、保護者

らの支援も積極的に受け入れた

「地域に開かれた学校」として、多くの大人たちで見守れる体制を作っている。学校の理念は「すべての子

供の学習権を保障する学校をつくる」であり、不登校はゼロ。唯一のルールとして“自分がされていやなこ

とは人にしない 言わない”という「たったひとつの約束」があり、子供たちはこの約束を破ると“やり直す”

ために、やり直しの部屋（校長室）へとやってくる。テレビ版「みんなの学校」の放送後には全国各地から、

支援を必要とする子どもたちが数多く、校区内へと引っ越している。  （公式ホームページより） 

 

＜真鍋俊永（まなべ・としなが）監督プロフィール＞ 
 

１９６９年 徳島県生まれ。 

１９９１年 関西テレビ入社。14年間、報道カメラマンとして阪神大震災などのニュース取材や   

ドキュメンタリー撮影を担当。 

 
（Ｃ）関西テレビ放送 

http://swa.city-osaka.ed.jp/swas/index.php?id=e731673


２００５年 報道部へ移り、大阪府政キャップ、整理デスクなどを担当。 

 

撮影した主な作品 

 「人生はこれからだ～93歳の高校生」（96）、「透明な祝祭～社会学者・宮台真司と歩く思春期の

闇」（97）、「神戸六甲に吹く風は～阪神大震災から 5 年」（00）、「パンダと異人館とホームレス」

（02）、「遥かなるアテネ 五輪選考に挑んだ彼女たちの闘い」（04）など。 

 

「みんなの学校」はテレビドキュメンタリーとしても映画としても初演出の作品。 

 

   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

アンケート集計結果 ２０２2年12月24日 第７1回上映会 「スモーク」 

（来場者数：１１３人 アンケート回収数：３９枚 回収率：３４.５％） 

とても良かった  ２２人（５６．４％） 

・カラーがとてもキレイで約１時間５３分が速く経過を致しました。字幕スーパーも文字が大きく読み易かっ

たです。テンポも良く音楽も同様で良いクリスマス作品でした。 

・久しぶりにいい映画を観た思いです。ありがとうございます。 

・フィクションみたいな物語、クリスマスにあっていると思った。最後サイフを置いていく Xマスプレゼント。 

・最後のシーンでオギーとポールの表情が忘れられない程、胸をうちました。信じる？信じない？どうでも

良い。あのシーンがすべてを語っている。親子の真実をラシードに云わせようとするオギーとポールの

真の優しさに感動しました。最後に流れた曲も良い。結局人間はひとりでは生きていけない。 

良かった   1３人(３３.３%) 

・後半、筋を追いきれなかった所があるが、語り口が静かで、激する所もあるが、ひきこまれた。ポールの

娘の存在感。 

・クリスマスに合った物語だ。名画座などで良い作品の評判は聞いていたが初めて鑑賞した。 

交流会  

・クリスマスプレゼントをいただけて。 

・当初は第２部の交流会への参加をしないで映画作品の拝見が終了次第１５時ころに帰宅しようと思いまし

たが抽選のプレゼントに興味を持ち参加しましたが結果的に良かったです。 

・映画の解説がありとても良かった。  ・映画が終わってからの解説、わかり易い納得がいく。 

・解説がすごくよかった。 

横浜キネマ倶楽部のスタッフ募集中！！ 
 

横浜市民とともに 1７年。映画好きが集まったグループです。自分が観たい。又、他の人にもこんな良い作品

を観て欲しいとできたのが当倶楽部。是非、仲間になってください。 

＜確認事項＞ 

〇スタッフは、全員が無報酬の市民で構成されております。活動報酬などはありません。 

〇スタッフの経験、未経験は問いません。映画好き、こんな企画がしたいなど提案ある方どうぞ！ 

〇例えば、もぎり（チケットの確認）１時間だけ手伝える方でも大歓迎です！ 

 

ご関心のある方はご連絡ください。→ yokohama_kinemaclub@yahoo.co.jp 

mailto:yokohama_kinemaclub@yahoo.co.jp


 

 

 

＜＜ 次回 第７3回上映会のお知らせ ＞＞ 
 

『泥の河』 
  

２０２３年５月５日（金・祝） 
上映時間 ①１１：１０ 

      ②１４：１０ 

 

〔講 演〕加 藤 彰 彦 さん 
      （野本三吉） 

時間 １３：００～１４：００ 

〔入場料〕前売 1,000円 当日 1,300円  

障がい者 1,000円(介助者 1名無料) 
 

［会 場〕 横浜市南公会堂 南区総合庁舎内３階  

   045-341-1261  

横浜市営地下鉄「阪東橋」駅下車 徒歩８分   京浜急行「黄金町」駅下車 徒歩１４分  
  
 

… １９８１年/日本/モノクロ/１０５分/ＤＶＤ上映 … 
 

出演：田村高廣 藤田弓子 加賀まりこ 朝原靖貴  

監督：小栗康平 製作：木村元保 脚本：重森孝子   

原作：宮本輝『泥の河』 

 
                                                                                     

横浜に映画ファンの思いが反映される映画館を作ろう！  
横浜キネマ倶楽部は、横浜で永年親しまれてきた映画館の相次ぐ閉館を惜しむ映画ファンが集

まり、２ ０ ０ ５年５月発足し、｢横浜に映画ファンの思いが反映される映画館をつくる」 ことを目標

に掲げて活動を続けています。会の存在をより多 くの皆様に知っていただき、映画館をつくる

目標に一歩でも近づけたい、それと同時に良質な映画を上映することで、映画ファンの交流の

場を提供したい、という思いで年 4 回の上映会を行っています。  

 

                  

横浜キネマ倶楽部会報 
・・・横浜キネマ倶楽部連絡先・・・ 

 
〒221-0835 横浜市神奈川区鶴屋町 2-24-2 
かながわ県民活動サポートセンター No.２６９ 
ＴＥＬ：０８０－２５５４－８０２３ （１０時〜１８時）  
Ｅメール yokohama_kinemaclub@yahoo.co.jp 

ＨＰアドレス：https://ykc.jimdofree.com/ 

     

 

横浜市南公会堂地図 
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